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キャリアカウンセラーの現場で、最近とても考えさ
せられることがありました。
その日の相談業務が終わり、ほっと一息をついてい

ると、受付から「猪俣さん、必勝倶楽部で内定決定し
た求職者の方が報告にいらしています。」と声をかけ
られました。必勝倶楽部とは、二週間で内定をとるこ
とにコミットしたスーパー就活プログラムです。
「えっ、誰だろう？」。ロビーに目をやると、そこには
Ａくんがいました！
昨年の春に大学を卒業したＡくんは、その年の５

月に実施したときの参加メンバーでした。プログラム
終了後も就活イベントや面接練習、書類チェックの相
談、求人検索を利用していましたが、次第にセンター
の利用が遠のくようになっていました。Ａくんは見か
けるたびに痩せていくようで、「痩せたんじゃない
の？」と心配しても「いえ、そんなことないです。大
丈夫です。」と無理に笑顔をつくっている様子がとて
も痛々しく感じられました。また、早口な話し方は
焦っているようにも感じられ、第一印象で損をするタ
イプにも見えました。私自身が採用する側としてＡく
んをみると、「落ち着きがなくミスが多そう、指示を
勘違いして聞くことがありそう、営業としてはお客様
からクレームがありそう。」という見方をしていたので
すから、本当のことをいうと、この就職の厳しいご時
世、正社員雇用は難しいのではないかと捉えていまし
た。
しかし、そのＡくんが内定をとったのです。びっく

りしました。必勝倶楽部から一年。何があったのか聞
いてみると、このように語ってくれました。
「実は大学で見つけたある求人に応募しようとした
ら、間にはいっている紹介会社で面談が必要とのこと
で、そのときの担当者からこんなことを言われたんで
す。『君は謙虚さが足りない。そもそも働いた経験が
ないのだから、あれができる、これができるなんて言
えないでしょう。』と。そうか。謙虚さが足りないの
か。その言葉がとても心に残ったんです。それから面
接では『今日は面接にお呼びいただいてありがとうご
ざいます。とても感謝しています。私は働いた経験が
アルバイトしかありませんが、入社したら誰よりも勉
強して一日も早く一人前になりたいと思います。』と
伝えるようにしたんです。それがよかったようです。
また、面接が終わったら、もうその会社はそこで終わ

り、と次の応募にすぐ気持ちをきりかえたのもよかっ
たと思います。あと、不純な動機かもしれませんが、
結婚する友人が続いていて自分もはやくそれに続きた
い、そのために早く就職したい、という気持ちにも
なったんです。」
と最後は、もじもじと照れるように語ってくれまし

た。（ほほえましい！）
以前はきょろきょろと泳いでいた視線もしっかりと

私を見据えるようになりました。そわそわした態度も
どこへやら、深くイスに座って語る様子はすでに営業
マンのような落ち着きがありました。また、以前は周
囲がよく見えていなかったのでしょう、声のボリュー
ムのさじ加減もできず、ここでこんな大きな声で話さ
ないように、と注意をしたものですが、今は一言一言
自分の感情や思いを責任をもって私に届けている様
子、ほんとうに頼もしくなりました。
「おめでとう！　よかったね。よくあきらめないで
頑張ったね！」と声をかける一方で、私は悔いでいっ
ぱいになりました。なんてこった！　Ａくんは働くの
は難しい、内定をとるのも時間がかかる、と勝手にＡ
くんの将来を決めつけていたんだ。でも、Ａくんは自
分に叱咤激励しながら、希望を失わず、最後の最後
までやり続けていた…。「見守る」という体裁のいい表
現を使いながら、実は「無理だろう」と「あきらめ」て
いた自分を思い知らされました。私が知っているＡく
んはほんの一部分。私の知らないところで知らない人
と関わりあいながら、迷い、考え、行動を修正し、
Ａくんは成長をとげていったのです。本当に反省しま
した。
今回はキャリア支援という現場でしたが、どの場で

も同じようなことはあるのではないでしょうか。相手
が自分が期待するスピードで結果をだすなんてこと
は、まあないでしょう。でも、現場にいると、ふとそ
れを忘れてしまう。そして、自分が期待する結果をだ
す部下に対してはＯＫをだし、そうでない場合は「だ
め」のレッテルを貼っている、そんなことはありませ
んか？　人は、目標を持っている限りそのスピードに
差はあるでしょうが、必ず行動変容をとげるものなの
かもしれません。相手のこれからの物語を勝手に決め
つけず、相手の未来に希望を持ち続ける人でありた
い、とそうあらためて実感した体験でした。
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